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【概要】
生体機能を光学的に測定している領野内に設置し，生体機能

を電気の変化により測定したり，生体を電気で刺激することが出
来る，透明で生体毒性が無い電極を開発した。立体形状をした脳
表面の多数ヶ所に同時に電極を接触させる目的で，電極を脳の
形状 合わ 曲 状 ガ 基板上 作製 た点が大きな特
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形状に合わせて曲面状のガラス基板上に作製した点が大きな特
徴である。

透明電極の装着と適用例

【応用例】（光学的手法にと電気測定が併用出来る利点を生かし）
・刺激電極として用い，光学測定領野内で生体を電気刺激する
・細胞内イオン濃度の光学的測定に併用し，電気的な変化を測定
・Caged グルタミン酸等と併用し，電気的な変化を測定
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